
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号

グループホーム秋桜

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 社会福祉法人上溝緑寿会

1472603214

訪問調査日 2015年12月2日

事業所名

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 2016年1月29日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成27年12月2日

事　業　所　名

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

平成　27　　年度

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成18年3月1日指 定 年 月 日

社会福祉法人上溝緑寿会 平成28年1月29日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

株式会社　R-CORPORATION

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ
事 業 所 番 号

宿泊定員

1472603214
平成18年3月1日

（252-0243)

サービス種別

定　 員　 等

グループホーム秋桜

登録定員

通い定員

　■　認知症対応型共同生活介護

　□　小規模多機能型居宅介護

 1 ～ 14

15 ～ 22

所　　在　　地 相模原市中央区上溝３１７２－１

23 ～ 35

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

平成28年3月29日

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

評価項目の領域

平成27年11月17日

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

①このホームは、社会福祉法人上溝緑寿会の経営です。この法人は、特別養護老人ホームや軽費
老人ホーム、ショートステイ、デイサービス、訪問介護事業所を運営し、相模原市よりデイサービス施
設の指定管理者や地域包括支援センターの受託業務も引き受けています。このホームは、認知症対
応型のデイサービスを併設しています。JR相模線の上溝駅から徒歩1 、2分の便利な場所にありま
す。建物の設計時から現管理者が携わっており、利用者の居室は、中央のリビングやキッチンを囲
む構造で、利用者と職員の距離が近く、利用者が安心感を持てる工夫がされています。
②法人理念の「人生は、いつでもあなたが主役です。」に加えて、開設当初に職員全員で作成した
「地域・家族の方々との触れ合いを大切にします」から始まる７項目をホームの理念に掲げており、地
域とご家族との関係が緊密です。地域の自治会に加入し、地域行事の盆踊りや地域のサロンに利用
者と参加したり、ホームの2大行事には、地域の住民の協力や参加を得て、賑やかに行われていま
す。ホームの避難訓練には、運営推進会議メンバーや近隣住民からなる防災サポーターにも参加い
ただき、いざという時の地域の協力体制もできています。今年の9月から認知症カフェを始め、今後更
に工夫をしながら2カ月に1回を目標に開催し、地域支援に取り組んでいく計画です。また、ボランティ
アの協力も多く、庭の整備・畑作り・傾聴・フラダンス・大正琴等、毎週のように来てくれています。ご
家族とは、日頃の面会時とは別にお花見と上溝夏祭りの際に懇談会を開き、ご家族の参加も多く、
信頼関係の確立に役立っています。
③ホームの生活も、本来のグループホームらしい生活が実現されています。食事については、毎日
職員がメニューを決め、食材の買い出しも利用者と一緒に出掛け、利用者と共に調理し、和気あいあ
いとした雰囲気で、職員と一緒に食事が行われています。玄関のドアは日中は施錠せず、利用者が
自由に庭に出ることもできます。近くの畑で野菜を栽培しており、収穫作業は利用者の楽しみになっ
ています。

身近に、駅や商店街があり、地域に密着した暮らしができる。様な々ボランティアの
協力や、近隣のかたと行事を通して交流があり地域に開かれた施設である。また、リ
ビングやキッチンを囲むように個人の居室があり、個室から出ると、他のご利用者や
職員の顔がすぐ見られ、安心館を得やすい。居住スペースの真ん中にあるキッチンカ
ウンターでは、ご利用者がカウンターを囲み毎食料理を楽しむことができる。

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅰ 理念に基づく運営

36 ～ 55

56 ～ 68

定員　計

自己評価項目



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 １．ほぼすべての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ ２．家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの ３．家族の１/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない ４、ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員は、家族が困っていること、
不安なこと求めていることをよく
聞いており、信頼関係ができてい
る。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム秋桜

１Fユニット

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

開設当初に職員全員で理念「地域の方とのふれあい
を大切にします」を作成しています。その理念に基
づき、年2回の地域交流事業の開催、、地域の行事へ
の参加、様々なボランティアのかたとの交流等日ご
ろから開かれた施設運営に努めています。今年度は
「認知症カフェ」を新たにとりきんでいます。理念
は、職員の見えるところに貼り出し、日々確認して
います。

法人理念に加えて、開設当初に職員全員で作成した7
項目のホームの理念は、「地域・家族とのふれあい
を大切にします」を掲げています。理念を職員の見
えるところに貼りだし、日々確認すると共に、内部
研修でも年1度は取り上げ、共有化に取り組んでいま
す。また、年2回の地域交流事業や今年始めた「認知
症カフェ」は、理念の具現化として実施されていま
す。

今後の継続

自治会の加入、地域のサロンに出かける、近隣の商
店街への買い物、年２回の地域交流事業の開催、近
隣のかたが、野菜をもってきて下さる等日ごろから
交流が盛ん行われている。

自治会に加入し、地域の盆踊りやサロンに出かけた
り、隣の商店街への買い物や年2回の地域交流事業
（夕涼み会・餅つき会）の開催、庭の手入れ・野菜
畑・フラダンス・大正琴等の地域ボランティアの活
用等、地域交流は、盛んです。今年からの認知症カ
フェは、地域への貢献を目指しています。

今後の継続

今年度から「高齢者支援センター」と協同し「認知
症カフェ」を開催しています。

サービスの実際や、運営状況のほかに、年間の事業
計画、事業報告や運営推進会議ごとに「事故報告」
「虐待の防止」等々テーマを決めて意見交換し、運
営に生かしている。

運営推進会議は年6回開催しています。自治会長・民
生委員・地域住民・ご家族・市職員等をメンバーと
して、2回は、地域交流行事と同日に開催し、1回
は、防災訓練時に開催するなど、参加者の便宜を考
えています。後の3回は議題として、年間事業計画報
告・事故報告・虐待防止とそれぞれテーマを決め、
参加者の興味を惹く工夫がされています。会議での
提案で近隣住民の「防災サポーター」の任命などの
成果が出ています。

今後の継続

運営推進会議に、市の担当者が出席しているので事
業所の課題等伝えている。また、防災訓練や年2回の
地域交流事業へも参加してもらっている。

運営推進会議に市の担当者が出席しているので、
ホームの課題等を話し合っています。日頃から必要
な場合には、市の担当課と、介護保険や生活保護の
利用者の件などにつき相談するなど連携を図ってい
ます。市から研修や講習の連絡が来るので、極力参
加しています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

上記同様毎年研修を行っている。ご利用者及び家族
が、不快な思いをされる不適切なケアについても、
会議で都度話題にし、虐待防止に努めている。特に
職員の言葉使いや、声の大きさには気を付けていく
よう話し合っている。

身体拘束について毎年会議でどのようなことが、身
体拘束にあたるか等、繰り返し研修を行い身体拘束
について理解を深め、身体拘束をしないケアに努め
ている。玄関の施錠は夜間のみ行っている。利用者
は自由に出入りしている。

身体拘束については、毎年の研修計画で取り上げ、
繰り返し、身体拘束についての理解を深め、身体拘
束のないケアに取り組んでいます。玄関の施錠は、
夜間のみとして、チャイムと見守りにより、利用者
が自由に庭に出入りできるようにしています。

今後の継続

運営推進会議への参加、家族懇談会の開催、来訪時
やケアプランの説明の時などで、意見や要望、など
聴くように努めている。来訪時や、声をかけ最近の
様子を伝えるだけでなく「気になること」がないか
聞くようにしている。

ご家族との信頼関係が確立しています。運営推進会
議やほとんどのご家族が出席する年2回の家族懇談会
では、意見を聞く機会にしています。来訪時やケア
プラン説明時でも要望を聞き、対応しています。来
訪時には、最近の様子を伝えるだけでなく、「気に
なる事」がないか聞き、ご家族が意見・要望を出し
やすいように配慮しています。

今後の継続

会議でとりあげ、学ぶ機会をもっている。個々の利
用者の必要性を把握し、制度の紹介に努めている。
現在成年後見制度を利用の手続きをすすめているか
たもいます。

契約時には、必ず説明の時間をとってもらい、不安
や疑問に答え、同意を得ている、また制度等の改定
時には、懇談会を開催し説明の機会を持ち、理解・
納得に努めている。
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

年4回市内の法人系のグループホームの集まりに参加
し事例検討や、「ひもときシート」の活用などの研
修会に参加している。外部研修にもっと積極的に参
加していきたいが、勤務体制上難しい状態である。
毎月の会議のなかでの研修や法人全体の研修に参加
している。

毎月の会議で、運営上の課題をとりあげる機会を設
けている、年１回管理者が職員との個別面談で意見
や、提案、悩みなど聴く機会を設けている。

毎月のユニット会議で、運営上の課題を取り上げる
機会を設けています。年1回は、管理者が全職員との
個別面談を実施し、意見・提案・悩みを聞く機会に
しています。管理者は、課題・要望によっては、法
人本部の会議に諮り、対応し、職員にフィードバッ
クしています。

今後の継続

キャリアパスに法人全体でとりくみ、職員が目標を
もって仕事にとりくめる仕組みになっている。ま
た、休日がしっかりとれるように配慮している。資
格手当も導入され給与アップに努めている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

事前面接面接を行い、本人の暮らしぶりや、心身の
状態の把握に努めている。事前面接は、2人で行い、
入居時には事前面接したものが出迎えるようにして
いる。

上記の集まり以外に、市内のグループホーム全体に
呼びかけられたグループホーム連絡会に参加し、施
設見学会や情報交換などに取り組んでいる。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

上記同様事前面接の段階から家族とコミュニケー
ションを図り関係づくりに努めている。

事前面接での身体面、精神面等アセスメントと、要
望、不安などから、必要な支援を検討して対応して
いる。また、将来的な状態の変化に対応できるよ
う、特養への申し込みなど勧めている。

暮しの主人公は利用者であるという理念を職員が共
有し実践に努めている。日々の暮らしなかで、喜怒
哀楽を供にし、利用者の知恵と経験から学ぶ姿勢
で、利用者の力が発揮できるよう努めている。

家族が参加する行事も多く、協力しながら行ってい
る。他にもグループホームに来る機会をつくり、利
用者と家族の絆を大切にし、家族と一緒に支えてい
くというメッセージを伝えていくようにしてい
る。。

利用者も高齢になり、馴染みのかたも高齢になって
いくため交流が難しくなっているが、地域にある
スーパーに買い物にいくと、馴染みの方から声をか
けてもらえることも度々ある。またよく来られるボ
ランティアのなかにご利用者との知り合いの方がい
て声をかけてもらっている。

ボランティアの中に利用者と知り合いの方がいるの
で、来た際に会話をしたり、地域の敬老会で友達に
合う機会や買い物に行った際に馴染みの方との交流
もあります。ご家族と共に外食に出かけたり、実家
に帰ったりする方おり、馴染みの人や場所との関係
が途切れないように支援しています。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

法人内の特養に移動することが一番多い状況です。
特養へ、情報伝達行い、移乗介助や排せつ介助方法
など実際に特養で介助場面を見てもらっている。ま
た、時々特養での喫茶の日に出かけ移動されたかた
との交流をしている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

気があったり、合わなかったり様々な利用者同士の
関係性を把握し、職員が間に入って、気が合う人同
士ばかりの繋がりでなく、様ざまな繋がりが持てる
よう配慮している。人との関わりを好まないと思っ
ていた方が、一緒にカルタをされるようにもなって
きている。

サービス担当者会議の場にご本人にも参加していた
だき、暮らし方の希望や、意向の把握に努めてい
る。ご本人からの表明が難しい場合は、職員間で情
報を共有しご本人本位の立場で考えて把握に努めて
いる。

サービス担当者会議に利用者本人にも参加参加して
もらうことで、暮らし方の希望や意向を把握に努め
ています。表明が難しい場合は、ご家族からの情報
や生活歴・趣味等を参考にして、職員間で情報を共
有し、本人本位の立場で考えて、意向の把握するよ
う工夫しています。

今後の継続

入居時に、生活歴、入居前までの暮らしぶり、など
聞き取っている。また家族にも記述してもらってい
る。入居後もご本人との会話するなかで、把握して
いる。

グループホーム秋桜独自のアセスメント表を作成
し、現状の把握に努めている。また、毎月のユニッ
ト会議で各利用者の課題を議題にし職員間でご利用
者の状態の把握に努めている、
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

ケアプラン振り返り表を作成し、職員全体で取り組
んでいる。２か月毎にケアプラン会議を開催し、ケ
アプランに基づいて実践されているか振り返り、改
めて課題を整理し、ケアプランに繋げている。また
ケアプラン説明時都度、ご本人と家族の希望を聞く
ようにしている。

毎月ケアプランを振り返り表を作成し職員全体で取
り組んでいます。2ヶ月毎にケアプラン会議を開催
し、ケアプランに基づき実践されているか振り返
り、改めて課題を整理しています。ケアプランの見
直しは、何もなければ6ヶ月毎に行います。ケアプラ
ン説明時には利用者とご家族の希望を聞きケアプラ
ンに反映させています。

今後の継続

ケアプランに日々の実践が活かせるように今年度か
ら、ケアプランを実践したときの様子が分かるよう
に記録の仕方を変更している。

家族との外出の支援やご家族の慶弔事の支援をして
いる。

畑、フラダンス、大正琴、ハーモニカなど多様な形
で地域のボランティアの協力を得ている。

基本的には、かかりつけ医に受診（往診）している
が、ご本人やご家族の希望の主治医になっている方
もいまる。また、今年度はご家族に、掛かりつけ医
との面談を行い、医師から直接本人の病状について
説明を受けてもらっている。

基本的には、協力医療医をかかりつけ医として受診
される利用者が多いですが、一部の利用者は、従来
のかかりつけ医に通院しています。通常、職員が毎
月1回付き添いかかりつけ医に通院しますが、今年
は、ご家族にも一度付き添って頂き、直接医師から
状況説明を受けることで、医師とご家族との意思疎
通を図りました。協力歯科医には、口腔ケアも含め
て月3回の往診があります。

今後の継続
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

看護職の配置がないため、看取りのケアが必要に
なった場合は、訪問看護を利用したこともある。バ
イタルチェック、水分摂取、食事量、排泄状況のほ
か、褥瘡の有無など全身状態を観察し、看護師に報
告し、ケアの方法や手当など指導してもらったこと
がある。

入院した際は、日頃の状態や支援方法など医療機関
に伝えている。また、できる限り見舞いにいくな
ど、入院時のダメージを防ぐことに努めている。退
院時のご家族に対しての説明には、できる限り同席
させてもらい、グループホームの暮しでのリスクは
無いかなど検討し、安心して退院できるよう支援し
ている。

防災訓練を、８月頃と２月の年２回実施している。
２月の防災訓練には、運営推進会議のメンバーと近
隣の方で構成している防災サポーターのかたたちも
参加してもらっている。

防災訓練は年2回実施しています。内1回は、併設し
ているデイサービスと合同で実施し、ホーム単独の
訓練は運営推進会議と同じ日に設定し、会議のメン
バーと近隣住民で構成されている防災サポーターに
も参加いただき、消防署の指導のもと行っていま
す。備蓄品は、お米を常に20キロ以上保管しレトル
ト品も常に、保有しています。

今後の継続

基本的に終末期ケアを行わない方針である。本人と
ご家族には、秋桜の方針を説明し、重度になる前か
ら、看取りについてグループホームの方針を伝えて
いる。重度期には、ご家族の意向をくみながら、ご
本人にとってより良いケアをうけられる場への移動
ができるよう支援している。

契約時に重度化や看取りに関するホームの指針を説
明しています。重度化した際には、ご家族の意向を
汲みながら、利用者にとってより良いケアが受けら
れる場所への移動が出来るよう、選択肢を説明しな
がら、方向性を決めています。

今後の継続

毎年繰り返し、事故及び急変時の対応について研修
会を行っている。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

法人全体で、丁寧語を基本に利用者の人格や誇りを
大切にした、言葉かけや対応に努めている。ご利用
者がやりたいこと、やろうとしていることは、基本
的に止めないで見守っていく姿勢に努めている。ご
利用者への声かけは大きな声になりがちになるので
職員がご利用者に近づき、小声で伝えるよう努めて
いる、

法人全体で4月に接遇の研修を開催し、丁寧語での会
話を基本として利用者の人格や誇りを損なわない言
葉がけに取り組んでいます。利用者がやりたいこ
と、やろうとしていることは、止めないで見守りの
姿勢を心掛けています。利用者への声かけが時とし
て、大きくなりがちなので、近づき小声で伝えるこ
とを留意しています。

今後の継続

食材の買い物など、食べたいものなど選んでもらっ
たり、入浴、外出、趣味活動等暮しの場面ご本人の
思いや希望を表明できるよう支援している。

自ら、一日の暮しをイメージし過ごすことができる
方が少なくなっています。さりげない支援で生活リ
ズムが崩れないようにしながらも、ご本人のペース
を大切にした支援に努めている。

理念に「おしゃれを楽しむ」を掲げその人の好みの
服装ができるなど支援に努めている。馴染みの店で
洋服が買えるよう支援しているかたもいる。

一日３回繰り広げられる、料理に多くのご利用者が
関われるように支援している。そのために、リビン
グのほぼ中央に皆で囲めるキッチンカウンターを設
け、ご利用者が料理の出来る様子を見て、感じ取っ
て、みずからもやってみたいと思ってもらえるよう
になっている。他にはごますり、玉ねぎの皮むき
等々、能力に応じてやっている。片づけは、基本的
にできる方はご本人がやれるよう支援している。

メニューは、毎日決め、職員が役割を分担して毎食
用意しています。リビング中央に皆で囲めるキッチ
ンカウンターを設け、利用者が料理のできるようす
見て、感じとって、調理に興味を持って頂けるよう
工夫されています。調理のお手伝いは能力に応じて
行っています。後片付けは、原則、利用者本人が行
うこととし、食器洗いも行っている方もいます。ま
た、毎月1回は外食・出前の日を設け、食事を楽しん
でもらっています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

一ケ月分毎に、法人の管理栄養にメニュー表を見て
もらい、アドバイスを受けている。水分摂取がなか
なか進まない方には、目標を決めチェック表をつ
け、こまめに水分を取ってもらうようにしている。
また、そのかたの状態にあった形や量で提供してい
る。

毎食後口腔ケアの支援を行っている。往診歯科の往
診日には、治療だけでなく、口腔内よごれなども診
てもらっている

常時おむつを使用しているかたでも、日中はなるべ
くトイレで排泄できるよう支援している。必要に応
じ排泄チェック表をつけ、日昼は、布パンツとパッ
トでなるべく対応している。また、水分をきちんと
摂取することで、尿意を促し、トイレでの排尿がス
ムーズにできるよう支援している。

常時おむつを使用している方でも、日中は、なるべ
くトイレでの排泄を心がけた支援を行っています。
必要に応じて、排泄チェック表を記録し、パターン
に応じてトイレ誘導を行い、日中は、布パンツと
パットでなるべく対応しています。水分をきちんと
摂取することで、尿意を促し、スムーズな排尿が出
来るように繋げています。

今後の継続

運動と水分摂取を進めている。起床時の牛乳の摂取
や、ヤクルトやヨーグルトなども摂取できるよう支
援している。

入浴の曜日や時間は決まっていない。毎日入浴され
ている方もいる。入浴が進まない方には、誘いかた
の工夫や、タイミングなどはかり、嫌な気持が残ら
ないよう支援している。

週2回を基本としていますが、毎日入浴される方もい
ます。入浴が進まない方には、誘い方の工夫やタイ
ミングを計り、嫌な気持ちが残らないよう支援して
います。脱衣場と洗面所が同じスペースになってい
て、入浴の際には、脱衣場をカーテンで隠す配慮を
行っています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

一人ひとりの習慣や、体力など考慮して、お部屋で
休息していただいたり、お昼寝を進めている。夜間
安眠ができるように日中を活動的に過ごしていただ
いている。

誤薬や飲み忘れが無いように、チェック表など活用
している。薬のファイルはひとまとめにし、利用者
の服用している薬の種類と効能、副作用について情
報共有できるようにしている。一般的には副作用が
なくても、高齢者は薬が変わったり追加されること
で食欲が落ちるなど副作用があるかもしれないので
薬が変わった時は注意している。

縫い物、歌、書道、料理、草むしり等々、一人ひと
りの得意なことに力が発揮できる機会を作ることに
努めている。一人で近隣を散歩したり買い物をして
もらっている方もいる。

毎日買い物に行くなど、戸外に出る機会を設けてい
る、また、計画的に紅葉など季節の花々を見に行っ
たり普段出かけられないところ出かけている。年１
回バスをレンタルし日帰りバス旅行を行っている、
今年度は、富士花鳥園に出かけた。しかし、重度化
にともない日頃の外出支援が難しくなっている。

毎日食材の買い出しに利用者と一緒に行ったり、自
由に庭に出たり、ウッドデッキやテラスでの外気浴
など、戸外に出る機会を設けています。少し離れた
野菜畑に野菜の収穫に出かけることもあります。病
院への通院・薬局通いも外出の機会になっていま
す。計画的にお花見や紅葉見物等季節の花々を見に
出かけることもあります。年1回はバスを借り、遠出
しています。

今後の継続

自分でお金をもって、使用できる方は、限られてき
ている。自分のおやつを買いに行くことを日課にし
ている方もいる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用の空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫
をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

電話を使って自らご家族と連絡を取っているかたは
少ない。電話を掛ける機会を工夫していきたい。

家具は、リサイクル品中心に設えて、生活感が持て
るようにしている。また、季節の花、ご利用者の作
品の張り出し、写真ボランティアの季節感のある写
真、ご利用者の外出時の写真などで安らぎと生活感
が感じられるようにしている。

リビングは、各居室のドアを開けると前にある感じ
で、日中は、憩いのい場になっています。季節の花
や利用者の作品、行事・外出時の写真や写真ボラン
ティアによる季節感のある写真等が掲示され、安ら
ぎと生活感が感じられる空間になっています。掃除
は、毎日利用者と一緒に行われ、清潔に維持されて
います。庭の植栽は、ボランティアの方により綺麗
に剪定されています。

今後の継続

家具の配置でそれぞれの居場所の工夫や、玄関ホー
ル、エレベーターホールなどで独りになったりなど
している。

なるべく使い慣れた家具を持ち込んでいただいてい
る。ベッドの頭の向きなども、自宅と同じ方向に向
けて置くなどして、自宅にいた時と同じような動き
ができるように支援している。また、ご本人の写真
や作品などでご本人が居心地よく過ごせるよう支援
している。

居室のクローゼットが大きく、収納に便利です。入
居時に使い慣れた家具・備品を持ち込んで頂き、
ベッドの頭の向き等も自宅と同じ方向に向けて置く
等自宅にいた時と同じ動きが出来るよう細かな配慮
がなされています。利用者の写真や作品など本人が
居心地よく過ごせるよう支援しています。

今後の継続

リビングからご利用者の居室や、キッチン、トイレ
などが分かるようななっているため、自由で自立的
な過ごし方ができるようになっている。
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事業所

グループホーム秋桜
作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 18

利用者がやりたい事、
出来る事への支援に努
めているが、高齢化や
重度化が進む中で、利
用者が出来る事が少な
くなってきている。

出来る事、やりたい事
のある暮らしづくり。

平成２８年
６月

2 49

上記同様、高齢化・重
度化が進む中で
日常的に外出する機会
が減ってきている。

外出する機会を増やす。
平成２８年
６月

3 2
認知症ケアを通じて地
域の方との交流が必要

地域の方との交流があ
る運営

平成２９年
３月

4 13 職員研修の充実
職員一人ひとりが認知
症ケアについての理解
を深める。

平成２９年
３月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

①が外部研修の機会を
もつ。
②内部研修の充実。

目　標　達　成　計　画

①利用者個々のやりた
いこと、出来る事の把
握。
②職員がやってしまう
のではなく、ご利用者
に一緒にやっていただ
く取り組み。

①外出する為の、時間
や職員の体制を工夫す
る。
②個々の行きたい所を
把握していく。

①地域交流事業の継
続。
②認知症カフェの継
続。

2016年1月18日
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 １．ほぼすべての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ ２．家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの ３．家族の１/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない ４、ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム秋桜

 ユニット名 2Fユニット

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、
不安なこと求めていることをよく
聞いており、信頼関係ができてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

サービスの実際や、運営状況のほかに、年間の事業
計画、事業報告や運営推進会議ごとに「事故報告」
「虐待の防止」等々テーマを決めて意見交換し、運
営に生かしている。

運営推進会議に、市の担当者が出席しているので事
業所の課題等伝えている。また、防災訓練や年2回の
地域交流事業へも参加してもらっている。

自治会の加入、地域のサロンに出かける、近隣の商
店街への買い物、年２回の地域交流事業の開催、近
隣のかたが、野菜をもってきて下さる等日ごろから
交流が盛ん行われている。

今年度から「高齢者支援センター」と協同し「認知
症カフェ」を開催しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

開設当初に職員全員で理念「地域の方とのふれあい
を大切にします」を作成しています。その理念に基
づき、年2回の地域交流事業の開催、、地域の行事へ
の参加、様々なボランティアのかたとの交流等日ご
ろから開かれた施設運営に努めています。今年度は
「認知症カフェ」を新たにとりきんでいます。理念
は、職員の見えるところに貼り出し、日々確認して
います。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

運営推進会議への参加、家族懇談会の開催、来訪時
やケアプランの説明の時などで、意見や要望、など
聴くように努めている。来訪時や、声をかけ最近の
様子を伝えるだけでなく「気になること」がないか
聞くようにしている。

会議でとりあげ、学ぶ機会をもっている。個々の利
用者の必要性を把握し、制度の紹介に努めている。
現在成年後見制度を利用の手続きをすすめているか
たもいます。

契約時には、必ず説明の時間をとってもらい、不安
や疑問に答え、同意を得ている、また制度等の改定
時には、懇談会を開催し説明の機会を持ち、理解・
納得に努めている。

身体拘束について毎年会議でどのようなことが、身
体拘束にあたるか等、繰り返し研修を行い身体拘束
について理解を深め、身体拘束をしないケアに努め
ている。玄関の施錠は夜間のみ行っている。利用者
は自由に出入りしている。

上記同様毎年研修を行っている。ご利用者及び家族
が、不快な思いをされる不適切なケアについても、
会議で都度話題にし、虐待防止に努めている。特に
職員の言葉使いや、声の大きさには気を付けていく
よう話し合っている。
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

上記の集まり以外に、市内のグループホーム全体に
呼びかけられたグループホーム連絡会に参加し、施
設見学会や情報交換などに取り組んでいる。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

事前面接面接を行い、本人の暮らしぶりや、心身の
状態の把握に努めている。事前面接は、2人で行い、
入居時には事前面接したものが出迎えるようにして
いる。

キャリアパスに法人全体でとりくみ、職員が目標を
もって仕事にとりくめる仕組みになっている。ま
た、休日がしっかりとれるように配慮している。資
格手当も導入され給与アップに努めている。

年4回市内の法人系のグループホームの集まりに参加
し事例検討や、「ひもときシート」の活用などの研
修会に参加している。外部研修にもっと積極的に参
加していきたいが、勤務体制上難しい状態である。
毎月の会議のなかでの研修や法人全体の研修に参加
している。

毎月の会議で、運営上の課題をとりあげる機会を設
けている、年１回管理者が職員との個別面談で意見
や、提案、悩みなど聴く機会を設けている。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

利用者も高齢になり、馴染みのかたも高齢になって
いくため交流が難しくなっているが、地域にある
スーパーに買い物にいくと、馴染みの方から声をか
けてもらえることも度々ある。またよく来られるボ
ランティアのなかにご利用者との知り合いの方がい
て声をかけてもらっている。

暮しの主人公は利用者であるという理念を職員が共
有し実践に努めている。日々の暮らしなかで、喜怒
哀楽を供にし、利用者の知恵と経験から学ぶ姿勢
で、利用者の力が発揮できるよう努めている。

家族が参加する行事も多く、協力しながら行ってい
る。他にもグループホームに来る機会をつくり、利
用者と家族の絆を大切にし、家族と一緒に支えてい
くというメッセージを伝えていくようにしてい
る。。

上記同様事前面接の段階から家族とコミュニケー
ションを図り関係づくりに努めている。

事前面接での身体面、精神面等アセスメントと、要
望、不安などから、必要な支援を検討して対応して
いる。また、将来的な状態の変化に対応できるよ
う、特養への申し込みなど勧めている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

入居時に、生活歴、入居前までの暮らしぶり、など
聞き取っている。また家族にも記述してもらってい
る。入居後もご本人との会話するなかで、把握して
いる。

グループホーム秋桜独自のアセスメント表を作成
し、現状の把握に努めている。また、毎月のユニッ
ト会議で各利用者の課題を議題にし職員間でご利用
者の状態の把握に努めている、

法人内の特養に移動することが一番多い状況です。
特養へ、情報伝達行い、移乗介助や排せつ介助方法
など実際に特養で介助場面を見てもらっている。ま
た、時々特養での喫茶の日に出かけ移動されたかた
との交流をしている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

サービス担当者会議の場にご本人にも参加していた
だき、暮らし方の希望や、意向の把握に努めてい
る。ご本人からの表明が難しい場合は、職員間で情
報を共有しご本人本位の立場で考えて把握に努めて
いる。

気があったり、合わなかったり様々な利用者同士の
関係性を把握し、職員が間に入って、気が合う人同
士ばかりの繋がりでなく、様ざまな繋がりが持てる
よう配慮している。人との関わりを好まないと思っ
ていた方が、一緒にカルタをされるようにもなって
きている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

基本的には、かかりつけ医に受診（往診）している
が、ご本人やご家族の希望の主治医になっている方
もいまる。また、今年度はご家族に、掛かりつけ医
との面談を行い、医師から直接本人の病状について
説明を受けてもらっている。

家族との外出の支援やご家族の慶弔事の支援をして
いる。

畑、フラダンス、大正琴、ハーモニカなど多様な形
で地域のボランティアの協力を得ている。

ケアプラン振り返り表を作成し、職員全体で取り組
んでいる。２か月毎にケアプラン会議を開催し、ケ
アプランに基づいて実践されているか振り返り、改
めて課題を整理し、ケアプランに繋げている。また
ケアプラン説明時都度、ご本人と家族の希望を聞く
ようにしている。

ケアプランに日々の実践が活かせるように今年度か
ら、ケアプランを実践したときの様子が分かるよう
に記録の仕方を変更している。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

毎年繰り返し、事故及び急変時の対応について研修
会を行っている。

防災訓練を、８月頃と２月の年２回実施している。
２月の防災訓練には、運営推進会議のメンバーと近
隣の方で構成している防災サポーターのかたたちも
参加してもらっている。

入院した際は、日頃の状態や支援方法など医療機関
に伝えている。また、できる限り見舞いにいくな
ど、入院時のダメージを防ぐことに努めている。退
院時のご家族に対しての説明には、できる限り同席
させてもらい、グループホームの暮しでのリスクは
無いかなど検討し、安心して退院できるよう支援し
ている。

基本的に終末期ケアを行わない方針である。本人と
ご家族には、秋桜の方針を説明し、重度になる前か
ら、看取りについてグループホームの方針を伝えて
いる。重度期には、ご家族の意向をくみながら、ご
本人にとってより良いケアをうけられる場への移動
ができるよう支援している。

看護職の配置がないため、看取りのケアが必要に
なった場合は、訪問看護を利用したこともある。バ
イタルチェック、水分摂取、食事量、排泄状況のほ
か、褥瘡の有無など全身状態を観察し、看護師に報
告し、ケアの方法や手当など指導してもらったこと
がある。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

一日３回繰り広げられる、料理に多くのご利用者が
関われるように支援している。そのために、リビン
グのほぼ中央に皆で囲めるキッチンカウンターを設
け、ご利用者が料理の出来る様子を見て、感じ取っ
て、みずからもやってみたいと思ってもらえるよう
になっている。他にはごますり、玉ねぎの皮むき
等々、能力に応じてやっている。片づけは、基本的
にできる方はご本人がやれるよう支援している。

自ら、一日の暮しをイメージし過ごすことができる
方が少なくなっています。さりげない支援で生活リ
ズムが崩れないようにしながらも、ご本人のペース
を大切にした支援に努めている。

理念に「おしゃれを楽しむ」を掲げその人の好みの
服装ができるなど支援に努めている。馴染みの店で
洋服が買えるよう支援しているかたもいる。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

法人全体で、丁寧語を基本に利用者の人格や誇りを
大切にした、言葉かけや対応に努めている。ご利用
者がやりたいこと、やろうとしていることは、基本
的に止めないで見守っていく姿勢に努めている。ご
利用者への声かけは大きな声になりがちになるので
職員がご利用者に近づき、小声で伝えるよう努めて
いる、

食材の買い物など、食べたいものなど選んでもらっ
たり、入浴、外出、趣味活動等暮しの場面ご本人の
思いや希望を表明できるよう支援している。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

運動と水分摂取を進めている。起床時の牛乳の摂取
や、ヤクルトやヨーグルトなども摂取できるよう支
援している。

入浴の曜日や時間は決まっていない。毎日入浴され
ている方もいる。入浴が進まない方には、誘いかた
の工夫や、タイミングなどはかり、嫌な気持が残ら
ないよう支援している。

毎食後口腔ケアの支援を行っている。往診歯科の往
診日には、治療だけでなく、口腔内よごれなども診
てもらっている

常時おむつを使用しているかたでも、日中はなるべ
くトイレで排泄できるよう支援している。必要に応
じ排泄チェック表をつけ、日昼は、布パンツとパッ
トでなるべく対応している。また、水分をきちんと
摂取することで、尿意を促し、トイレでの排尿がス
ムーズにできるよう支援している。

一ケ月分毎に、法人の管理栄養にメニュー表を見て
もらい、アドバイスを受けている。水分摂取がなか
なか進まない方には、目標を決めチェック表をつ
け、こまめに水分を取ってもらうようにしている。
また、そのかたの状態にあった形や量で提供してい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

自分でお金をもって、使用できる方は、限られてき
ている。自分のおやつを買いに行くことを日課にし
ている方もいる。

縫い物、歌、書道、料理、草むしり等々、一人ひと
りの得意なことに力が発揮できる機会を作ることに
努めている。一人で近隣を散歩したり買い物をして
もらっている方もいる。

毎日買い物に行くなど、戸外に出る機会を設けてい
る、また、計画的に紅葉など季節の花々を見に行っ
たり普段出かけられないところ出かけている。年１
回バスをレンタルし日帰りバス旅行を行っている、
今年度は、富士花鳥園に出かけた。しかし、重度化
にともない日頃の外出支援が難しくなっている。

一人ひとりの習慣や、体力など考慮して、お部屋で
休息していただいたり、お昼寝を進めている。夜間
安眠ができるように日中を活動的に過ごしていただ
いている。

誤薬や飲み忘れが無いように、チェック表など活用
している。薬のファイルはひとまとめにし、利用者
の服用している薬の種類と効能、副作用について情
報共有できるようにしている。一般的には副作用が
なくても、高齢者は薬が変わったり追加されること
で食欲が落ちるなど副作用があるかもしれないので
薬が変わった時は注意している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用の空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫
をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

なるべく使い慣れた家具を持ち込んでいただいてい
る。ベッドの頭の向きなども、自宅と同じ方向に向
けて置くなどして、自宅にいた時と同じような動き
ができるように支援している。また、ご本人の写真
や作品などでご本人が居心地よく過ごせるよう支援
している。

リビングからご利用者の居室や、キッチン、トイレ
などが分かるようななっているため、自由で自立的
な過ごし方ができるようになっている。

家具は、リサイクル品中心に設えて、生活感が持て
るようにしている。また、季節の花、ご利用者の作
品の張り出し、写真ボランティアの季節感のある写
真、ご利用者の外出時の写真などで安らぎと生活感
が感じられるようにしている。

家具の配置でそれぞれの居場所の工夫や、玄関ホー
ル、エレベーターホールなどで独りになったりなど
している。

電話を使って自らご家族と連絡を取っているかたは
少ない。電話を掛ける機会を工夫していきたい。
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事業所

グループホーム秋桜
作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 18

利用者がやりたい事、
出来る事への支援に努
めているが、高齢化や
重度化が進む中で、利
用者が出来る事が少な
くなってきている。

出来る事、やりたい事
のある暮らしづくり。

平成２８年
６月

2 49

上記同様、高齢化・重
度化が進む中で
日常的に外出する機会
が減ってきている。

外出する機会を増やす。
平成２８年
６月

3 2
認知症ケアを通じて地
域の方との交流が必要

地域の方との交流があ
る運営

平成２９年
３月

4 13 職員研修の充実
職員一人ひとりが認知
症ケアについての理解
を深める。

平成２９年
３月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

①利用者個々のやりた
いこと、出来る事の把
握。
②職員がやってしまう
のではなく、ご利用者
に一緒にやっていただ
く取り組み。

①外出する為の、時間
や職員の体制を工夫す
る。
②個々の行きたい所を
把握していく。

①地域交流事業の継
続。
②認知症カフェの継
続。

①が外部研修の機会を
もつ。
②内部研修の充実。

目　標　達　成　計　画

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

2016年1月18日
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